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「教育実践フィールド研究」の目的と構想

－授業力向上研修－

社会系コース

梅津 正美



授業実践力評価スタンダード

授業力向上のための研修評価フレームワーク
（鳴門教育大学教員研修評価・改善システム開発プロジェクトによる〔梅津一部改変〕

目指す教職員の資質・能力

・教育の専門家として確かな力量
・総合的な人間力
・教職に対する情熱

外部環境分析 内部環境分析課題の明確化

研修の基本方針

研修計画（PLAN） 研修実施（DO） 研修評価（CECK） 改善（ACTION）

力量

情熱 人間力

力量

情熱 人間力

力量

情熱 人間力

・ 保護者、児童、生徒等からの教員へのニ
ーズ
（受益者のニーズ分析）

・教員個人の課題
・学校・組織の課題
・管理職による課題
（教員集団のニーズ・課題の分析）

・ 研修への主体的参加
⇒ 自ら学び続ける教員の育成

・ 教員のライフステージにより4期による研修目標の明確

化

・ 豊かな心を育み、生涯にわたる「学び」を実現する教育
力をもつ教員の育成

・ 研修の評価、研修で育成できる内容かの確認用として
、「評価スタンダード」「評価スタンダード」（求める人材像）（求める人材像）

・ 評価スタンダードに照らし、研修
内容と研修方法の見直し

・作業課題の明確化
（○○力を培うために，～ができ
るようになる

・ 講義（知識蓄積型）、OJT（業務

適用型）、ワークショップ・ディス
カッション（発展応用型）等の研
修方法

・ 研修計画に基づき、研修を実施
・作業課題の実践
（○○力を培うために，～を実践
する。）

・学校現場，研修機関との連携
・「為すことにより学ぶ」
→事例研究，ワークショップ

・ 研修生による自己評価（研修評
価、自己課題の明確化、省察す
る教員育成のために）

・ 他者評価（評価観点の明確化、
信頼性、簡便性）

・ 児童生徒、教員間、保護者によ
る360度評価

・評価材料の確保（授業構想の過
程，授業計画書，教材集，実践
ビデオ等）

・ 研修の実効性を高めるために

・ 誰がどのように行うか？外部者
の活用は？（研修改善に活か
せる手法）

・ 徳島県内の大学と徳島県教育
委員会との連携に関する専門
部会（大学との連携）

・教育の専門家として確かな力量
学習指導力、子ども理解、生徒指導、学級経営

・総合的な人間力
豊かな人間性や社会性、人間関係調整能力、

コミュニケーション能力
教育学－教育技術－師道

・教職に対する情熱

・・ 評価スタンダードと評価スタンダードと
研修の仕組みを連研修の仕組みを連
動させる動させる



授業実践力評価スタンダード（一部抜粋）

評価項目

３）学習評価法の工夫

３．学習活動の喚起と促進

４）学習環境の構成とマネジメント

３）学習者の発言・行為への対応

２）発問

６）演技・表現性

５）教材・教具の活用

４）板書

３）助言・指示

２）説明

１）個や集団への配慮

３）学習評価計画の作成

２）学習指導案の作成

１）単元計画の作成

３）授業過程の組織

１）教育内容の構成

１．自己の教育・社会観，教育目標，授業構成論，指導法に対する省察・評価と授業改善Ⅲ 授業評価力

３．学習活動に対する評価

２．教授活動の構成と展開

１．基礎的・基本的な授業態度（音声・表情・所作等）Ⅱ 授業展開力

４．単元計画

３．授業構成

２．目標の分類と設定

１．学習者の実態把握Ⅰ 授業構想力

評価項目授業力



http://www.naruto-u.ac.jp/05_kyoumu/0555_gp/index.html

段階内容

学部卒業以降，10年次

経験者研修時までにそ
の形成を期待する実践
力の段階

学部卒業時（初任者研
修開始時まで）に到達し
ていることを求める実践
力の段階

学部3年コア科目「初等

中等教科教育実践Ⅲ」終
了時（教育実習開始時ま
で）に到達していることを
求める実践力の段階

段階３段階２段階１



作業課題を明確にした研修例
－平成19年度「初等中等教科教育実践Ⅱ（社会）」－

１．教科内容研究：歴史学研究の成果をふまえて
２．「評価スタンダード」の内容構成の論理について理解する
３．「評価スタンダード」の段階内容の意味理解：「教育実習生授業」と「講義

担当者（梅津）授業」の分析・評価を通じて第１段階・第２段階の評価内
容をつかむ

※「授業実践の省察の時間」（１）
４．現職教員の授業構成と展開の実践知に学ぶ
５．「評価スタンダード」にもとづくマイクロティーチングを実践する

①授業における説明（話法） ②資料・教材の加工と活用
③問いの構成 ④板書の内容と技法

６．「評価スタンダード」を参照しながら実践された授業を分析・評価し，改善
点を述べる。

７．自分なりの授業力に関する「評価規準（スタンダード）」をつかみ記述する
※「授業実践の省察の時間」（２）



「授業実践の省察の時間」（１）



マイクロティーチング（説明）



マイクロティーチング（板書の仕方）



授業実践の省察：「知の総合化ノート」（１）



授業実践の省察：「知の総合化ノート」（２）



「教育実践フィールド研究」の意義

・教育実践力，なかんずく授業力と協働力（同僚性）を
持った教員の養成

・生涯にわたり学び続ける教員の養成

・学校や地域の教育活動の支援を通じた社会貢献

・教員養成大学教育の改善と活性化

大学院教育のコアとしての「教育実践フィールド研究」


